
　鄭成功ランタンナイトの一環として、ランタンナ
イトミニイベントが鄭成功記念館前の特設会場で行
われました。夕暮れ時から始まったステージでは、
リフティング大会をはじめ、平戸市内外から参加し
たよさこいチームの迫力ある演舞、地元の子どもた
ちのジャンガラなどが披露され、会場は多くの来場
者でにぎわいました。
　夜にかけては出店などもにぎわい、ランタンの温
かい光の中で、多くの家族連れや観光客が夏の夜を
楽しむ様子が見られました。

夕暮れから夜へ、にぎわい続く７
26受け継がれる祈りの舞

　平戸市内各地で、五穀豊穣や家内安全、地域の繁
栄を祈る伝統行事である「ジャンガラ」や「須古踊
り」が奉納されました。今年は、９地区（戸石川、川
内、山中、紐差、宝亀、根獅子、中津良、津吉、大
志々伎）のジャンガラと４地区（獅子、的山、神浦、
舘浦）の須古踊りが実施。
　上の写真は大志々伎のジャンガラ。炎天下の中、
１日かけて練り歩き、踊りを奉納する演者の皆さん
に、地域の皆さんから感謝とねぎらいの拍手が送ら
れました。

８ 13
～ 18

　平戸市総合運動公園ライフカントリー多目的グラ
ウンドで、第１回『キャプテン翼』CUPin平戸（比良
戸）ジュニアサッカー大会が行われ、平戸市内外か
ら12チームが集まりました。大会アンバサダーと
して『キャプテン翼』の原作者である高橋陽一氏、ス
ペシャルゲストにサッカー元日本代表FWの久保竜
彦氏も登場し、子どもから大人まで忘れられない特
別な１日となりました。
　翌日は久保竜彦氏のサッカー教室が行われ、プロ
の技術を体感した子どもたちの目は輝いていました。

駆けろ！未来のエースたち！８ ２
～３

　平戸図書館開館10周年を記念したイベントが開
催されました。イベントでは、「あそびのひろば」や
「ボードゲームで遊ぼう！」など、子どもたちが楽し
める催しがたくさんあり、幅広い世代が図書館での
時間を楽しむ姿が見られました。
　２日は、直木賞作家の澤田瞳子氏の講演会が行わ
れ、多くの来場者が耳を傾け文学の魅力に触れる貴
重な機会となりました。３日には平戸中学校吹奏楽
部の演奏会が行われ、心のこもった演奏が会場を和
やかな雰囲気で包みました。

平戸図書館開館10周年記念イベント８ ２
～３

　７月22日～ 23日にかけて中学生を、７月24日
～ 25日にかけて小学生を対象に「イングリッシュ
キャンプ」が実施されました。
　この事業は、外国人と触れ合い英語を使う機会を
通して、英語への関心を高め、将来国際的に活躍す
る人材を育成することを目的に毎年行われています。
　平戸市内各小・中学校から集まったそれぞれ約
79人の児童・生徒たちは、外国人の講師とともに1
泊2日の生活の中で、英語を使ったさまざまな体験
を通し、英語の魅力を再認識していました。

楽しみながら英語が身につく７ 22
～ 25平戸あごの認知度アップへ

　平戸市があごの産地であることをPRするために
デザインされた、「平戸あご」ブランドロゴマークの
発表が未来創造館で行われました。ロゴマークは平
戸藩松浦氏の定紋「平戸梶の葉」をあごにアレンジし
ており、平戸市のあご加工品にロゴシールを貼り付
けるなど、平戸あごのブランド化に繋げていきます。
　また、当日は、令和６年度に開発された９事業者
15品のあご新商品発表会もあわせて行われ、「あご
ひつまぶし」や、「あご焼き小籠包」などが紹介され
ました。

７
24

　大島村的山外港で、豪雨による土砂災害や地震に
よる被害などを想定した「平戸市総合防災訓練」が実
施され、消防、自衛隊、警察など20の関係機関と
地域住民合わせて316人が集まりました。
　午前の部は避難・誘導訓練や炊き出し訓練などが
行われ、午後の部は倒壊家屋からの救助訓練、ド
ローン偵察訓練、ボランティアセンター設置訓練、
一斉放水などが行われました。
　訓練を通じて、地域の皆さんの防災意識の向上と
関係機関との連携が強化されました。

災害から身を守るために7
26地元の応援で２連勝

　プロ野球独立リーグ「ヤマエグループ九州アジア
リーグ」に所属する「北九州下関フェニックス」の
ホームゲームが、平戸市総合運動公園「赤坂野球場」
で行われました。地元少年野球チームや商工会議所
青年部山口部長の始球式、宝亀美和さん（中野小６
年）の国歌独唱や、中学生のブラスバンドでの応援
など、さまざまなイベントで盛り上がりました。
　佐賀アジアドリームスとの２連戦は、初日に北九
州下関フェニックスが７回コールド勝ち、２日目も
快勝し、２連勝を飾りました。

８ 16
～ 17
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